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博士論文審査：	 
	 申請者から提出された論文について、審査委員と申請者の間で質疑応答がなされた。第 3 章の内
容について実験結果を追加したものについて、審査委員に再度確認していただいた。 
	 本研究は、二本鎖 RNA により発現誘導されるクルマエビの遺伝子について解析し、二本鎖 RNA
により惹起される非特異的な生体防御機構を明らかとすることを目的として行われた。 
	 第 1章では、二本鎖 RNA がクルマエビのウイルス感染症に対する抵抗性を高めることを確認し、
二本鎖 RNA 投与時に発現変動する遺伝子についてマイクロアレイ法を用いて網羅的に解析した。
マイクロアレイ法により発現変動することが示された遺伝子には既知の生体防御関連遺伝子のほ
か、機能未知のものも多く含まれていた。 
	 第 2 章では、マイクロアレイ解析により発現上昇することが示された遺伝子のうち、S-アデノシ
ルホモシステイン加水分解酵素（AdoHycase）に着目し、構造および詳細な発現動態の解析を行っ
た。本分子は他生物種において生体防御に関与することが示されている。クルマエビ AdoHycase
は他生物のものとよく似た配列をもち、多くの臓器で発現が確認された。また、本遺伝子はウイル
ス感染では発現量の上昇がみられないものの、細菌感染時に発現量が上昇することを示した。 
	 第 3 章では、マイクロアレイ解析により発現上昇することが示された遺伝子のうち、ユビキチン
経路に関わる分子群に着目した。ユビキチン経路は細胞内のタンパク質分解を担い、様々な生物に
おいて生体防御にも重要な働きをもつことが示されている。ユビキチン経路は様々な分子で構成さ
れているが、本研究では 5 種類のユビキチン経路関連酵素の構造を解析し、各遺伝子の発現動態を
調べた。 
	 これらの成果は、無脊椎動物の免疫学分野における基礎的知見として重要であるのみならず、今
後のクルマエビ類養殖において新たな感染症防除法の開発に重要な知見であると考えられる。以上
のことから本研究成果は、国内外の研究の水準に照らし、各研究分野における学術的意義、新規性、
独創性及び応用的価値を有しており、申請者から提出された論文は、十分博士の学位に値すること
を審査委員一同確認した。 
	 
最終試験の結果要旨：	 
	 最終試験は 8 月 17 日に行われた。審査委員一同出席の下、学術論文については 1 編が第 1 著者
として公表済み（Benedict et al., Mar Biotechnol v17, p493-501）であるとともに、講演発表について
は国際会議 2 回、国内学会 1 回発表していることを確認した。合同セミナーについては、企業型セ
ミナーの単位を取得していることを確認した。 
	 学術論文は英語で書かれており、かつ、国際会議において英語で発表しており、語学については
問題ないと判断した。また、申請者に対して、論文内容について最終確認のための質疑応答を行い、
その内容は十分であった。一方、専門知識については公開発表会（8 月 17 日）当日の質疑や予備審
査時でのディスカッションを含め十分であると審査委員一同確認した。 
	 
	 
